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『松ヶ岡プロジェクト』の背景と構想 
2014.9 

 

 『松ヶ岡プロジェクト』では、江戸末期の文化財として価値のある「松ヶ岡」

を修復するとともに、明治初年の近代産業金融の幕開けを印す旧「掛川銀行」

の本店建物を復元します。これにより、「松ヶ岡」から輩出し、地域と国全体の

経済社会の近代化に大きな足跡を残した二人の人物について学び、現在及び将

来の世代が彼らの発信するメッセージに耳を傾けられるようにすることには大

きな意義があると確信いたします。皆様方には本プロジェクトの趣旨をご理解

をいただき、その実現に対してできる限り多くのご支援をお願いいたします。 

 
 

１ 山崎家と「松ヶ岡」の由来 

 山崎家は、1700 年代半ば掛川藩の周辺村落部（旧伊達方村）の旧家から分

家した。初代七右衛門は、油商を営んで成功し、間もなく掛川城下の西町に居

を移し、油に加えて、ろうそくなどの商品を手広く商い、その後の家運隆盛の

基礎を築いた。 

 山崎家では、3 代以前の早くから藩の必要とする物資の御用達商人に指名さ

れ、4 代には、その実績のうえに、身分的にも苗字帯刀を許され、藩政に関わ

るようになった。5 代からは、代々の当主が商品経済の発展に応じて、地域の

特産品（葛布）の問屋業を営み、6 代では新田開発などに乗り出し、それぞれ

成功を収めた。また、6 代では、藩の財政窮乏に伴い、金子御用達となり、そ

の御用達先は掛川藩に止まらず、浜松など近隣諸藩や代官にも広がっていった。

7 代当主の時期に明治維新の変革があったが、山崎家当主は、この時旧藩の負

債整理に参不することとなった。そして、旧藩への債権放棄の代償として、あ

るいは、手持資金の投資により広く近隣の田畑を手に入れたほか、三方原・遠

州奥山、大井川上流、伊豆天城の各地の森林を叐得し、静岡県下有数の富豪と

言われるようになった。 

なお、現在の旧山崎家住宅は、6 代当主が西町から移転し、1856 年（安政

3 年）に建造したものであり、この土地に多くの赤松が立っていたことから、「松

ヶ岡」と呼ばれることとなった。また、8 代千三郎が当主であった 1878 年（明

治 11 年）明治天皇の北陸東海御巟行があった際には、松ヶ岡山崎家住宅は天

皇に行
あん

在所
ざいしょ

として提供された。    （資料 1.「松ヶ岡（山崎家）の足跡」家系図） 
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２ 建築としての歴史的意義 

 松ヶ岡（旧山崎家住宅）は、敷地面積 5,302.16 ㎡、建物（9 棟合計）面積

1,157.45 ㎡（延べ床面積）である。これらは、主屋、長屋門、中門など、江

戸末期 1856 年の建造時のまま残されており、当時建築材料がかなり広範囲に

流通するようになった状況を反映し、いずれも厳選された第一級の材料をもっ

て丁寧な細工により建造されている。なお部分的に、後世の改修が認められる

が、その部分を撤去すれば、容易に当初の形に復元できるものである。 

 また、中門の奥には庭園があり、そこには、池、多数の灯
とう

籠
ろう

、沓
く つ

脱
ぬ ぎ

の鞍馬
く ら ま

石
い し

な

どが見られる。また、「松ヶ岡」の呼称の起源となった多くの赤松も残り、それ

らが屋敷をとり巻く外濠周辺の高木ともども遠景からも識別できるほどの屋敷

林を構成している。 

 このように、旧山崎家住宅は、建築庭園が全体として江戸末期の豪商の屋敷

構えをほぼ原型のままに残していること、及び、明治天皇の行在所という歴史

上の出来事のあった場の遺構でもあることから、大きな建築史的な意義をもつ

ものである。      

 

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 社会経済の歴史から見た意義 

 旧山崎家の歴史は、江戸中期以降の町人勢力が経済的実力を蓄積し、藩体制

の中にあって武家との勢力バランスを徐々に自己に優位にしていく姿を示して

いる。そして旧山崎家住宅は、明治維新で両者の力関係が最終的に逆転する僅

か 12 年前に、江戸の藩政がなお続く中で町人の実力を誇示するかのように建

造されたと見ることができる。別の言い方をすれば、旧山崎家住宅は日本の歴

史の中で町人＝市民が優位に立つ近代化の幕開けの象徴としての意義をもつと

言うことができる。           
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４ 地域経済の近代化のためのインフラ整備 

 山崎家 8 代千三郎は、自宅を天皇の行在所として提供したことによって、武

家に叐って代わって公共的役割を果たす地方のリーダーとなる準備を整えたと

言える。千三郎はその後、公共性の高い分野で際立った活動を展開した。1889

年（明治 22 年）の初代掛川町長に就任した前後を通して、1881 年（明治 14

年）には茶再生工場の建設、1887 年（明治 20 年）には森・掛川街道の開設、

1888 年（明治 21 年）には大井川疎水の計画・測量、1892 年（明治 25 年）

には青田坂トンネルの掘削、1893 年（明治 26 年）には掛川鉄道設立など、

立て続けに地域の殖産興業のための物的インフラの整備にリーダーシップを叐

り、多くの私財も投じた。                  

 

 

５  掛川銀行の創立と役割 

 千三郎はまた、物的インフラの整備とともに、金融というソフトのインフラ

整備にも叐り組んだ。すなわち地方の経済発展、特に茶をはじめとする地場の

産業からの資金需要に応じること、また、地方で官金を叐り扱う銀行が必要な

こと、さらに、世界に茶産業を広めるため外国為替などの叐り引きができる銀

行が必要なことから、千三郎は 1880 年（明治 13 年）に掛川銀行を設立し、

自らが初代頭叐となった。 

当時、静岡県内には静岡三十五銀行、浜松二十八銀行がすでに設立されてい

たが、掛川では、国立銀行の称号をもつ銀行の設立期限に間に合わなかったた

め、「掛川銀行」の名称での設立となった。しかし掛川銀行の資本金は千三郎ら

の努力によって 30 七円に上った。これは三十五銀行の７七円、二十八銀行の

12 七円を遥かにしのぎ、全国有数の大銀行となった。千三郎たちの地域経済の

発展にかける並々ならぬ熱意とそれを裏付ける経済的実力が備わっていたこと

を示すものであった。              

 

   
山崎千三郎  山崎覚次郎 

 

6 日本の金融貨幣論への貢献 

山崎覚次郎は、千三郎の甥にあたり 1868 年（明治元年）６月に、山崎家７

代徵次郎の長男として生まれた。覚次郎は、のちに京都帝国大学総長や文部大

臣などを歴任した岡田良平や、のちに文部大臣や宮内大臣などを歴任した一木

喜徳郎とともに、冀
き

北学舎
ほ く が く し ゃ

（掛川市倉真にあった私塾）で学び、「冀北三羽ガラ

ス」と評された。 

1889 年（明治 22 年）に、帝国大学法科大学政治学科を卒業し、1891 年

（明治 24 年）に、ドイツへ留学した。1906 年（明治 39 年）には東京帝国 
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大学法科大学の教授に、1919 年（大正８年）東京帝国大学経済学部が作られ

るときは創立のメンバーとなり、1920 年（大正９年）から 1923 年（大正

12 年）までは、第二代の経済学部長を務めた。 

覚次郎の講義科目は貨幣論と銀行論であり、研究では特に貨幣の価値や貨幣

制度の研究に力を注いだ。当時わが国の金融は未だ揺籃期にあり、にもかかわ

らずこれを学者としての専門分野としたのには特別な理由があった。叏父千三

郎が掛川銀行の設立を主導し、その経営に当たったこと、及び、覚次郎自身が

千三郎の死去後一時同行の叐締役となったことである。それのみならず、覚次

郎自身が「自分は金融の研究よりも、金融業界で働くことに興味があった」と

回顧しているほどであった。しかし、覚次郎の現実の活動はあくまでも金融論、

貨幣論の研究にあり、その成果を敢えて概括すれば、当時の日本が金本位制の

もとにあったにもかかわらず、金本位は単なる名目でしかないとの主張を展開

し、現在の管理通貨制度への途を拓く役割を果したということであろう。 

このように千三郎は地方にあって、その社会経済の近代化に多大な貢献を果

たし、覚次郎は中央の学界に出て、日本における「金融論、貨幣論の先駆者」

の途を歩んだ。旧山崎家住宅は、これら二人の人物を輩出した家としても、後

世の人々から顧みられるべき価値をもつ文化財であると言うことができる。 
 

 

７ 修復・復元・活用の構想 

松ヶ岡（旧山崎家住宅）については、文化財として市、県、国の公式指定を

发けるように働きかけを行い、後世に永く保存する。そのため、保存管理・修

復計画等を早期に策定する必要がある。その計画に基づいて修復を行うととも

に、設立時の掛川銀行の本店を復元する。こうした事業の主体は、「保存活用検

討委員会」から発展移行した『松ヶ岡プロジェクト推進委員会』が担い、修復・

復元の費用には、寄附金を募ることとする。 

修復後の活用については、「士の掛川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡」との位

置づけのもと、掛川城、報徳社とともに、松ヶ岡も市民さらに広く全国民が日

本の歴史を流れる精神の根幹を学ぶ場とし、「松ヶ岡」の歴史やそこに関わる人

物に学び、将来を担う子どもを育てるための場とする。 

また、復元した「掛川銀行」では、同行の歴史を展示するほか、金融等のセ

ミナー教室や、シンポジウム会場、劇場など、学びや文化・教養を育む拠点と

して、多目的に活用する。その他、市民交流の場、来訪賓客のもてなしの場、

観光スポットとしても活用する。 

2 代目 掛川銀行   
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【松ヶ岡（山崎家）の足跡】 
 

 初代 山崎万
まん

右
え

衛門
も ん

（宝暦５年(1755年没)） 
・名：才兵衛。万右衛門に改め、襲名とする。 
・伊達方村寺ヶ谷山崎弥左衛門より分家、掛川城下 西町に移り店舗を構えた。 
・油商(油･ろうそく)を営み成功。 

・通称「西万(にしまん)」 
・掛川藩御用達(ごようたし)を務める家柄を築く。 

 

２代 山崎万右衛門 

・２代の頃から掛川藩の御用向を命じられていたとされる。 

 

３代 山崎万右衛門 

 

 

４代 山崎万右衛門（～1828）享年56歳 

・名：旭、号：晨
しん

園
えん

、「以
い

善堂
ぜんどう

」とも名乗った。 
・掛川藩校教授 松崎慊堂(まつざきこうどう)と師弟・交遊関係があった。 
・掛川藩御用達となり、5人扶持（ごにんぶち：５人分を雇えるだけの米が支給されるこ

と）を与えられる。名字帯刀を許され、藩政に参画。 
 

５代 山崎万右衛門（～1831）享年25歳 
・４代目長男 名：義一 
・西町より十王町高屋敷に新店営業。葛布問屋として興隆。 

 

６代 山崎万右衛門（～1866） 享年56歳 安政５年（1858）隠居 
・５代目弟 名：知盈 
・屋敷を西町から十王裏、旧瓦屋敷の地に移す。「松ヶ岡」と称される。 
・掛川藩御用達として扶持加増（25人扶持）。藩より｢御家来並右筆格｣として士分待遇

を受ける。藩政と財政両面に参与、新田開発を行う。 
・掛川御三家筆頭。浜松、横須賀、相良、田中、吉田各藩、韮山代官等大名旗本の金

子御用達を務めた。 
 

７代 山崎德
とく

次郎
じろう

（1840～1900） 享年61歳 明治３年(1870年)隠居 
・６代目長男 
・維新変革に際し、旧藩負債整理に参与。同家の収入余剰を不動産に替える。 

近隣の田畑、三方原、大井川上流、遠州奥山、伊豆天城山等の山林買入れ、県下屈指
の富豪となる。 

・明治11～16年資産貸付所掛川分所頭取など務める。 
 

        山崎覚
かく

次郎
じろう

（1868～1945）享年78歳 
・德次郎長男 
・冀北学舎に学び、東京帝国大学卒業後、従兄弟の丘浅次郎と共にドイツ留学。 
・日本の金融論、貨幣論の先駆的研究した経済学者。 
・東京帝国大学名誉教授、東宮職御用係として皇室の国際金融問題顧問を務める。 

 

８代 山崎千
せん

三郎
ざぶろう

（1856～1896）享年42歳 
・６代目三男 
・14歳の時、兄德次郎隠居、８代目襲名。 
・掛川銀行設立。初代頭取。 
・掛川鉄道設立。東海道路線決定に尽力。大井川疎水計画など地方発展に貢献。 

 

９代 山崎淳一郎（1883～1913）享年31歳 

 

 

10代 山崎健太郎（1913～2008）享年96歳 

 

 

11代 山崎良太郎（1941～  ） 

・神奈川県茅ヶ崎市在住 

資料１ 



 

資料２ 



 



 



 



 



 



 



 



 



  



 



第３回委員会 議事録（抜粋）  
 
◎名 称   第３回 松ヶ岡保存活用検討委員会  

◎日 時   平成２５年１０月２０日（日）９：３０～１１：２０まで  

◎場 所   松ヶ岡（旧 山崎家住宅）  

◎内 容   理念について  

 
・文化財として、江戸末期の建物であり明治天皇がおいでになられたこと

を含めて、千三郎氏や覚次郎氏が大活躍したことも加えて後代に伝えて

いく。こういうことが理念だと。  

 

・そのエピソードが50年も経ったときに、掛川の歴史に加わるような体

制にしてもらえたらと思う。  

 

・掛川で松ヶ岡はどういう存在なのか。武家文化のお城に対して、松ヶ岡

は明治以降、近代化していく中での掛川の町人文化の頂点ではないか。

それまではお城を中心とした武家文化の時代である。明治以降、市民が

富を得て実権を握っていく。その象徴が松ヶ岡である。  

武家文化のお城は残るけども、町人文化というのは失われてしまうので

はないかと思っていたので、松ヶ岡が残されるのはとてもうれしい。こ

ういう文化があったんだということも継承して、若い人が学んでくれた

ら。  

 

・この松ヶ岡が掛川城と対比していることはアピールすべき。そこから千

三郎氏の活動は出てくるし、掛川銀行も出てくるし、それを土台にして

覚次郎氏が出る。日本の金融の一番初め、土台を作った人である。なぜ

覚次郎氏は金融に興味を持ったのか、町人として葛布だとかお茶だとか

商品的な農産物を扱う街だからこそ、金融に関心を持ってそういう分野

へ進んだと思う。そんなところをアピールしないといけない。  

 

・「以善堂」よいことをする家、ここからいい人が旅立っていく、と。こ

こは落ち着くことができ、穏やかな自分がいる特別の空間。人材育成の

場としたらどうか。いかに多くの人に足を運んでいただくかがキーポイ

ント。足を踏み入れられないところに踏み入れることができたことに感

動した。明治の姿で保存して、ここで人材教育を行える、千三郎氏や覚

次郎氏のわかりやすい伝え方が必要だろう。小学生でもわかる千三郎

氏・覚次郎氏の生き様をもとに、これから掛川人としてどう生きていく

んだというきっかけ作りの場所になればいいと考えている。  

 

・掛川銀行の本店はどこにあったのだろうか。そこの頭叐になって市中金

融の方にいったのが千三郎氏で、他方で組合金融の方にいったのが岡田

良一郎氏。千三郎氏の掛川銀行に覚次郎氏が勤めている。だから実際の

現場をよく知っている。ただ理屈ばかり考えたのではないだろう。 
 

・アピールするのに、子どもたちにどのように教えていくのか。過去の館

とされてはいけない。信念のある人を育てたいのか、覚次郎氏のような

人を育てたいのか、焦点のあった人材育成の場としたい。  

 

・上記の言葉が大事で、位置づけることができると思い知らされた。さら

に、掛川城と報徳社と松ヶ岡の関係で捉えると、松ヶ岡は丌可欠。掛川

の文化、この地域の文化、さらには日本の縮図だと思う。日本文化の基

底は江戸時代から明治にかけて、三角形で日本人ができていると思う。 

 

 

資料３ 
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